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【課題】

新たな「国土のグランドデザイン」（骨子） 概要①

（４）食料・水・エネルギーの制約、
地球環境問題

・世界は人口爆発 食料・エネルギー確
保が課題

・地球温暖化、生物多様性の危機

（２）グローバリゼーションの進展
・国家・都市間の競争が激化

・ユーラシアダイナミズムにより地政学
上の位置が大きく変化

・北極海航路、パナマ運河再拡張

（３）巨大災害の切迫、インフラの老朽化
・首都直下地震、南海トラフ巨大地震の切
迫（３０年以内の発生確率７０％）

・気候変動による災害の激甚化
・高度成長期に集中整備したインフラが老朽化

（１）急激な人口減少・少子化、高齢化
・２０５０年の人口は約９７００万人
・約６割の地域で人口が半減以下に、うち
１／３の地域は人が住まなくなる
・どの国も経験したことのない約４割の高齢化率

（５）ＩＣＴの劇的な進歩、技術革新
・コンピュータとその処理能力の飛躍的増大
・ビッグデータが生むイノベーション
・情報・知識空間と実物空間の融合

・多様な選択ができる国土:多様性を支える地
域において様々な生き方を可能に

・グローバリズムとリージョナリズムの
「２つのベクトル」の間で、それぞれの
地域が自分の位置を選択

・「２つのものさし」とも言うべき社会経済
システムの多様化・弾力化

（２）連携革命による新しい集積の形成
（コネクティビティ）

・連携革命（コネクティビティ・イノベーション）
「５０年単位の交通革命」、「新情報革命」、
「新しい協働」
・新しい集積の形（拠点とネットワークで人・
モノ・情報をつなぎ、機能の連携を図る）

（３）災害への粘り強くしなやかな対応
（レジリエンス）

・国民の命を守ることが最優先
・安全の確保は我が国の経済と信用力の基盤
・災害リスクの適切なマネジメント・情報開示
・最悪のシナリオを想定し、その場合でも決定

的な被害を受けず速やかに回復できるしな
やかな国土を構築

【時代の潮流】

【理念】

国民の安全をどのように確保して
いくのか

我が国がどのようにして引き続き
成長を維持していくのか

・このような時代の潮流の中、持続
可能な世界最高水準の「豊かさ」と
「安心」を確保する上での大きな課題
は３つ

課題①

課題②

課題③

地域の活力が低下する中、人々の暮
らし・生活をどのように守っていくのか
（地域の多様性を維持していくのか）

・国土は、国民の幸せな暮らしを実現
する舞台

・その基盤として経済の成長は不可欠であり、
一定の成長を確保した上で、「豊かさ」と
「安心」を実感できる国土に

・各地域が主体性を確立し、固有性を
深め、「多様性」を再構築する

【2050年の未来に向けて】
・将来への危機感（地域存続の危機、巨大
災害の切迫）を共有し、国民の叡智を結集
して「国土のグランドデザイン」を描く

・各地域において地域の将来像を描くための検
討が主体的に行われ、新しい国土政策を構築

⇒「国土のグランドデザイン」はこうした
課題への処方箋を示す

（その際、財政制約を考慮する必要）

（１）多様性の再構築（ダイバーシティ）



【目指すべき人と国土の姿】

新たな「国土のグランドデザイン」（骨子） 概要②

【基本戦略】

（９）子どもから高齢者まで生き生きと暮らせるコミュニティの再構築
・高齢者が健康寿命を伸ばし、コミュニティの中で元気に働き、
必要になれば介護が受けられる社会を実現

・女性が働きやすく、安心して子供を産み育てられる環境を整備

（５）美しい国土を守り、育てる
・農山漁村や離島・半島に住み続けられる地域づくり

（１）コンパクトな拠点とネットワークの構築
・大都市から「小さな拠点」に至るまで、コンパクトな拠点
とネットワークを構築（守りのコンパクト、攻めのコンパクト）

・都市の中心部に大学を中心とした「知の創発拠点」

（４）災害に強い国土へのリノベーション
・日本海側と太平洋側の連携、内陸発展型国土の形成
・「防災先進社会」の構築

（10）国土・地域の担い手づくり
・新たな「公」の第二弾ロケット
・地域建設業、技術者、技能者の確保育成

（８）技術革新を取り込む社会をつくる

・技術革新は社会発展の礎 その成果を最大限に活かすため
制度と技術を一体的につくり上げる

（２）移動と交流・連携の促進
・「滞在人口」の拡大、さらには「協働人口」の拡大
・生産的な二地域居住（二地域就労）

（３）地域経済を支える産業の活性化
・地方でこそベンチャーを起こす（高齢社会に対応した医療産業等）

・農林水産業を先端産業に、農林水産物・食品の輸出拡大

（６）エネルギー制約・環境問題への対応
・ＩＣＴを活用したスマートシティ、エネルギーの地産地消

①大都市圏域

（２）人と国土のかかわり
①女性と高齢者の社会参画
②子供を産み育てやすい社会の実現
③担い手の確保

・伝統的な行政区分等にとらわれない広域的な発想が必要
・各地域が主体性を持って個性を発揮

・地方の多様性が大都市の国際競争力を支え、また大都市で生ま
れるイノベーションが地方に環流され、相互に「対流」

・地域の活力を高め、依然として進展する東京一極集中から脱却

（１）国土の姿

・スーパー・メガリージョンの形成、国際競争力強化

・世界から人・モノ・カネ・情報を引き付け、交流を活発化させて
イノベーションを起こす

②地方圏域
・従来の広域ブロックを超えた日本海側と太平洋側の連携
・産業クラスター、知の集積の形成
・若者と女性が入ってきやすい農林水産業

（ＩＣＴの活用、ワークライフバランスの重視）
・再生可能エネルギーの活用、エネルギーの地産地消
・コンパクトシティの形成と高次地方都市連合
・「小さな拠点」による生活支援（大都市郊外にも適用）
・日本各地でゆとりある「多自然生活圏域」を形成

③海洋・離島

・３８万ｋｍ２の領土に加え、４４７万ｋｍ２の領海・排他的経済水
域等のすべてを持続可能な形で最大限利用する

・国土管理の拠点となる場所に人が住み続けることが重要
外海の遠距離離島の住人は「現代の防人」

（７）インフラを賢く、長く使う
・できあがったインフラを「賢く使う」
・ＩＣＴ等の技術やソフトインフラの活用が不可欠

④広域ブロック相互間の連携
・広域ブロックの自立的発展を促進、広域ブロック相互間の連携を強化
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開
催

さ
れ

る
２

０
２

０
年

は
、

ゴ
ー

ル
で

は
な

く
マ

イ
ル

ス
ト

ー
ン

と
し

て
考

え
る

）
 

・
ま

ず
、

新
た

な
「

国
土

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
」

の
骨

子
を

お
示

し
し

た
上

で
、

各
方

面
の

御
意

見
を

伺
い

な
が

ら
、

さ
ら

に
検

討
を

深
め

て
い

く
 

・
今

後
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

お
い

て
も

、
多

く
の

国
民

参
画

の
下

に
地

域
の

将
来

像
を

描
く

た
め

の
検

討
が

主
体

的
に

行
わ

れ
、

新
し

い
国

土
政

策
が

構
築

さ
れ

て
い

く
こ

と

が
重

要
（

そ
の

検
討

に
資

す
る

た
め

、
本

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
検

討
に

当
た

り
使

用

し
た

２
０

５
０

年
の

人
口

推
計

の
約

１
８

万
地

点
に

お
け

る
１

ｋ
ｍ

２
メ

ッ
シ

ュ
デ

ー

タ
等

に
つ

い
て

、
原

則
と

し
て

こ
れ

を
公

開
し

、
広

く
提

供
す

る
こ

と
と

す
る

）
 

・
各

界
各

層
、

幅
広

い
国

民
の

参
画

に
よ

り
、

未
来

に
向

け
て

こ
の

難
局

を
乗

り
越

え
る

こ
と

を
目

指
す
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 ２
．

時
代

の
潮

流
 
 

 （
１

）
急

激
な

人
口

減
少

・
少

子
化

、
高

齢
化

 

・
２

０
５

０
年

に
は

日
本

の
人

口
は

１
億

人
を

割
り

込
み

、
約

９
７

０
０

万
人

に
 

（
人

口
が

１
億

人
を

超
え

た
の

は
１

９
６

７
年

）
 

・
人

口
の

地
域

的
偏

在
が

加
速

 
 

（
約
６
割
の
地
域
で
人
口
が
半
減
以
下
、
う
ち
１
／
３
（
約
２
割
）
の
地
域
は
人
が
住

ま
な
く
な
る
）
 
 
 
 
 
 

（
市

町
村

の
中

心
部

等
は

一
定

の
集

積
が

残
る

が
、
離

れ
た

エ
リ

ア
の

人
口

は
激

減
）
 

・
人

口
減

少
に

よ
り

、
生

産
・

消
費

と
も

縮
小

す
る

お
そ

れ
 

（
特

に
生

産
年

齢
人

口
の

減
少

に
よ

る
労

働
力

の
大

幅
な

不
足

や
技

術
・

技
能

の
継

承
に

懸
念

）
 

・
都

市
化

が
進

ん
だ

地
域

で
は

、
空

間
的

な
ゆ

と
り

が
生

ま
れ

る
プ

ラ
ス

の
側

面
も

 

・
一

方
、

若
い

世
代

を
中

心
に

、
地

方
の

良
さ

、
可

能
性

に
着

目
す

る
動

き
も

見
ら

れ
る

 

・
な

お
、

２
０

５
０

年
以

降
を

考
え

る
と

、
少

子
化

が
加

速
す

る
こ

と
が

深
刻

な
課

題
 

出
生

率
の

高
い

地
方

部
か

ら
低

い
東

京
圏

へ
の

人
口

移
動

が
続

い
て

い
る

こ
と

も
憂

慮
 

 ・
異

次
元

の
高

齢
化

 
世

界
の

ど
の

国
も

経
験

し
た

こ
と

の
な

い
約

４
割

の
高

齢
化

率
 

・
大

都
市

及
び

そ
の

周
辺

部
で

高
齢

者
の

介
護

が
大

き
な

課
題

に
な

る
一

方
、

健
康

寿
命

が
伸

び
、

元
気

に
活

躍
す

る
場

を
求

め
る

高
齢

者
が

増
大

 

 

（
２

）
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

進
展

 

・
ア

ジ
ア

の
新

興
国

の
成

長
等

に
よ

り
国

家
・

都
市

間
の

競
争

が
激

化
 

・
ア

ジ
ア

や
ロ

シ
ア

の
ユ

ー
ラ

シ
ア

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

に
よ

り
日

本
の

地
政

学
上

の
位

置
が

大
き

く
変

化
 

・
北

極
海

航
路

、
パ

ナ
マ

運
河

再
拡

張
な

ど
に

よ
り

物
流

構
造

が
大

き
く

変
化

 

・
訪

日
外

国
人

旅
行

者
や

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ン

が
日

常
的

に
全

国
各

地
を

訪
れ

、
交

流
し

、
滞

在
す

る
社

会
に

 

 （
３

）
巨

大
災

害
の

切
迫

、
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
 

・
首

都
直

下
地

震
、

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

切
迫

 

（
３

０
年

以
内

の
発

生
確

率
７

０
％

 
依

然
と

し
て

東
京

一
極

集
中

が
進

展
し

て
い

る
こ

と
に

よ
る

リ
ス

ク
の

高
ま

り
）

 

・
気

候
変

動
に

よ
る

風
水

害
・

土
砂

災
害

等
の

激
甚

化
 

（
１

時
間

１
０

０
ミ

リ
以

上
の

豪
雨

の
増

加
、

巨
大

台
風

の
発

生
等

）
 

・
高

度
に

グ
ロ

ー
バ

ル
化

し
た

経
済

や
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
等

を
通

じ
て

、
災

害
の

影
響

が
全

国
、

海
外

に
広

が
る

リ
ス

ク
 

 ・
２

０
５

０
年

ま
で

に
は

、
首

都
圏

３
環

状
や

リ
ニ

ア
中

央
新

幹
線

・
整

備
新

幹
線

等
が
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着
実

に
整

備
さ

れ
る

ほ
か

、
基

幹
的

な
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

が
進

展
 

・
今

後
は

、
で

き
た

イ
ン

フ
ラ

を
賢

く
使

う
こ

と
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

 

・
一

方
、

高
度

成
長

期
に

集
中

整
備

し
た

イ
ン

フ
ラ

の
老

朽
化

は
深

刻
 

（
日

本
の

社
会

資
本

ス
ト

ッ
ク

は
、

現
在

約
８

０
０

兆
円

）
 

（
国

交
省

所
管

イ
ン

フ
ラ

の
維

持
管

理
・

更
新

費
は

、
２

０
１

３
年

度
の

３
．

６
兆

円
か

ら
２

０
年

後
に

は
４

．
６

～
５

．
５

兆
円

に
増

加
）

 

 

（
４

）
食

料
・

水
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

制
約

、
地

球
環

境
問

題
 

・
日

本
は

人
口

減
少

で
も

世
界

は
人

口
爆

発
、

食
料

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
確

保
が

課
題

 

・
食

料
は

大
幅

な
輸

入
超

過
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

輸
入

も
増

大
し

、
貿

易
収

支
・

経
常

収
支

が
悪

化
 

・
農

林
水

産
業

従
事

者
の

高
齢

化
が

進
み

、
持

続
可

能
性

が
懸

念
さ

れ
る

一
方

、
地

域
の

活
力

創
造

に
向

け
た

新
た

な
取

り
組

み
も

 

・
地

域
、

時
期

に
よ

り
水

資
源

が
不

足
し

て
お

り
、

安
定

的
な

水
利

用
に

懸
念

 

・
省

エ
ネ

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
と

、
新

た
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

可
能

性
 

（
シ

ェ
ー

ル
ガ

ス
、

水
素

、
メ

タ
ン

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

等
）

 

・
地

球
環

境
問

題
（

地
球

温
暖

化
の

進
行

、
生

物
多

様
性

の
危

機
等

）
 

 
 

（
今

世
紀

末
の

日
本

の
平

均
気

温
は

最
大

で
３

．
５

℃
～

６
．

４
℃

上
昇

）
 

 
 

（
Ｐ

Ｍ
２

．
５

に
よ

る
大

気
汚

染
の

懸
念

）
 

 （
５

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
劇

的
な

進
歩

、
技

術
革

新
 

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
と

そ
の

処
理

能
力

の
飛

躍
的

増
大

 

（
３

０
年

前
の

ス
パ

コ
ン

と
現

在
の

ス
マ

ホ
は

同
等

の
処

理
能

力
）

 

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
が

生
む

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
 

・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
り

多
様

な
主

体
が

公
の

担
い

手
と

し
て

活
動

 

・
情

報
・
知

識
空

間
と

実
物

空
間

の
融

合
（

Ｃ
Ｐ

Ｓ
（

サ
イ

バ
ー

フ
ィ

ジ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
）
）

 

・
交

通
、

医
療

、
教

育
な

ど
、

幅
広

い
分

野
に

お
い

て
技

術
革

新
が

進
展

す
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

こ
れ

を
社

会
全

体
で

活
用

す
る

た
め

の
制

度
面

の
対

応
が

課
題

 

 

・
こ

の
よ

う
な

時
代

の
潮

流
の

中
、

２
０

５
０

年
の

国
土

を
構

想
し

、
持

続
可

能
な

世
界

最

高
水

準
の

「
豊

か
さ

」
と

「
安

心
」

を
確

保
す

る
上

で
の

大
き

な
課

題
は

３
つ

 

①
 人

口
減

少
、
高

齢
化

で
地

域
の

活
力

が
低

下
す

る
中

、
人

々
の

暮
ら

し
・
生

活
を

ど
の

よ

う
に

守
っ

て
い

く
の

か
（

地
域

の
多

様
性

を
維

持
し

て
い

く
の

か
）

 

②
 我

が
国

が
ど

の
よ

う
に

し
て

引
き

続
き

成
長

を
維

持
し

て
い

く
の

か
 

③
 国

民
の

安
全

を
ど

の
よ

う
に

確
保

し
て

い
く

の
か

 

・
本

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

で
は

、
こ

う
し

た
課

題
へ

の
処

方
箋

を
示

し
て

い
く

 

・
そ

の
際

、
厳

し
い

財
政

制
約

を
考

慮
し

、
新

時
代

に
ふ

さ
わ

し
い

新
し

い
選

択
と

集
中

を

進
め

る
ほ

か
、
ハ

ー
ド
・
ソ

フ
ト

の
組

み
合

わ
せ

や
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉ

を
活

用
し

て
政

策

を
推

進
す

る
必

要
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 ３
．

理
念

 
 

 ・
国

土
は

、
国

民
の

幸
せ

な
暮

ら
し

を
実

現
す

る
舞

台
 

・
そ

の
基

盤
と

し
て

経
済

の
成

長
は

不
可

欠
で

あ
り

、
一

定
の

成
長

を
確

保
し

た
上

で
、「

豊

か
さ

」
と

「
安

心
」

を
実

感
で

き
る

国
土

に
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

 

・
我

が
国

が
長

い
歴

史
の

中
で

育
ん

で
き

た
「

多
様

性
」

が
、

近
代

化
や

高
度

な
経

済
発

展

を
遂

げ
る

過
程

で
徐

々
に

失
わ

れ
て

き
て

い
る

中
に

お
い

て
、

各
地

域
が

主
体

性
を

確
立

し
、

固
有

性
を

深
め

、
多

様
性

を
再

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
 

・
多

様
な

国
土

を
つ

く
る

こ
と

は
、

国
民

の
「

ふ
る

さ
と

」
づ

く
り

に
も

通
じ

る
 

 
 

（
１

）
多

様
性

の
再

構
築

（
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

）
 

・
多

様
な

選
択

が
で

き
る

国
土

：
多

様
性

を
支

え
る

地
域

に
お

い
て

、
人

々
の

様
々

な
生

き
方

を
可

能
に

 

・
グ

ロ
ー

バ
リ

ズ
ム

と
リ

ー
ジ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
の

「
２

つ
の

ベ
ク

ト
ル

」
の

間
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

が
自

分
の

位
置

を
選

択
し

て
い

く
 

（
例

え
ば

、
大

都
市

は
国

際
経

済
戦

略
都

市
、

地
方

は
多

自
然

生
活

都
市

 
等

）
 

・
こ

う
い

っ
た

選
択

に
対

応
す

る
、「

２
つ

の
も

の
さ

し
」
と

も
言

う
べ

き
社

会
経

済
シ

ス

テ
ム

の
多

様
化

・
弾

力
化

が
必

要
 

 

・
単

な
る

モ
ノ

で
は

な
く

、
そ

れ
に

伴
う

文
化

が
重

要
 

・
「

多
様

性
（

深
い

固
有

性
）
」

は
世

界
的

な
普

遍
性

を
持

つ
（

日
本

の
新

し
い

成
長

エ
ン

ジ
ン

に
）

 

・
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
便

利
に

な
れ

ば
な

る
ほ

ど
、

物
理

的
な

距
離

で
な

く
、
「

位
置

」
（

＝
そ

の
場

所
で

何
が

で
き

る
か

、
比

較
優

位
）

が
重

要
 

 

（
２

）
連

携
革

命
に

よ
る

新
し

い
集

積
の

形
成

（
コ

ネ
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
）

 

・
人

口
減

少
下

で
、

成
長

や
に

ぎ
わ

い
を

確
保

し
、

文
化

の
振

興
を

図
る

に
は

、
交

流
を

促
進

し
、
さ

ら
に

こ
れ

を
連

携
へ

と
進

化
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
「

新
し

い
活

力
の

集
積

」

を
図

る
必

要
（

こ
れ

に
よ

り
「

新
し

い
集

積
の

形
」

を
つ

く
る

）
 

 ・
連

携
革

命
（

コ
ネ

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

）
 

（
「

５
０

年
単

位
の

交
通

革
命

」
を

取
り

込
み

、
移

動
に

伴
う

時
間

と
コ

ス
ト

を
克

服

し
、

交
流

を
進

化
さ

せ
る

）
 

（
「

新
情

報
革

命
」

を
取

り
込

み
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

が
イ

ノ
ベ

ー

シ
ョ

ン
を

創
出

）
 

 
 

（
「

新
し

い
協

働
」
：

 

空
間

と
時

間
の

制
約

を
超

え
て

人
々

が
各

地
の

地
域

づ
く

り
に

参
画

 

「
交

流
人

口
」

か
ら

「
滞

在
人

口
」
、

そ
し

て
「

協
働

人
口

」
へ

 

主
体

性
を

持
っ

た
地

域
同

士
が

連
携

し
、

広
域

的
に

高
次

機
能

を
分

担
）
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・

新
し

い
集

積
の

形
 

（
従

来
型

の
集

積
は

、
物

理
的

な
集

積
（

空
間

的
近

接
性

）
）

 

（
従

来
、
都

市
は

連
坦

化
し

て
き

た
が

、
今

後
は

、
人

口
減

少
に

よ
り

こ
れ

が
切

れ
て

い
く

（
連

担
型

か
ら

疎
密

混
交

型
へ

）
）

 

（
新

し
い

集
積

の
形

は
、
空

間
的

近
接

性
を

基
本

と
し

た
拠

点
と

、
交

通
・
情

報
等

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

り
空

間
的

近
接

性
を

超
え

て
人

・
モ

ノ
・

情
報

を
つ

な
ぐ

と

と
も

に
、

機
能

の
連

携
を

図
る

集
積

）
 

（
言

い
換

え
れ

ば
、
２

次
元

の
地

図
で

表
さ

れ
る

実
物

の
空

間
（

コ
ン

パ
ク

ト
な

拠
点

と
進

化
し

た
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
の

上
に

、
高

度
に

発
達

し
た

情
報

空
間

が
乗

っ

た
形

の
、

い
わ

ば
「

３
次

元
的

な
集

積
」
）

 

 

（
３

）
災

害
へ

の
粘

り
強

く
し

な
や

か
な

対
応

（
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
）

 

・
災

害
に

対
し

て
は

、
ま

ず
は

国
民

の
命

を
守

る
こ

と
を

最
優

先
と

し
、

ソ
フ

ト
・

ハ
ー

ド
の

組
み

合
わ

せ
な

ど
に

よ
り

対
応

 

・
災

害
に

対
す

る
安

全
の

確
保

は
、

国
民

の
日

々
の

暮
ら

し
を

支
え

る
だ

け
で

な
く

、
高

度
に

グ
ロ

ー
バ

ル
化

し
た

我
が

国
の

経
済

と
そ

の
信

用
力

の
基

盤
と

な
る

も
の

 

・
こ

の
た

め
、

災
害

と
正

面
か

ら
向

き
合

い
、

粘
り

強
く

し
な

や
か

に
対

応
す

る
こ

と
が

重
要

 

・
災

害
の

リ
ス

ク
は

我
が

国
の

ど
の

地
域

で
も

当
然

存
在

す
る

こ
と

を
前

提
に

、
的

確
に

リ
ス

ク
管

理
を

し
、

評
価

し
て

そ
の

情
報

を
開

示
 

 
 
（

適
切

な
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
そ

の
情

報
開

示
は

、
外

国
人

が
安

心
し

て
訪

問
・

滞
在

で
き

る
国

土
づ

く
り

や
、

国
際

的
な

評
価

を
得

る
こ

と
に

も
つ

な
が

る
）

 

・
考

え
ら

れ
る

最
悪

の
シ

ナ
リ

オ
を

想
定

し
、
そ

の
場

合
で

も
決

定
的

な
被

害
を

受
け

ず
、

速
や

か
に

回
復

で
き

る
し

な
や

か
な

国
土

を
構

築
 

（
そ

の
際

、
近

年
発

生
し

た
災

害
の

み
な

ら
ず

、
歴

史
を

振
り

返
り

、
発

生
頻

度
の

低
い

大
規

模
な

災
害

に
つ

い
て

も
考

慮
に

入
れ

る
こ

と
が

必
要

）
 

・
災

害
に

は
上

限
が

な
い

と
い

う
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

、
防

災
・

減
災

、
老

朽
化

対
策

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

推
進

 

・
東

日
本

大
震

災
の

被
災

地
、

と
り

わ
け

原
子

力
災

害
の

被
災

地
域

に
つ

い
て

は
、

復
興

庁
を

中
心

に
国

を
挙

げ
て

復
旧

・
復

興
へ

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ

り
、

そ
の

状
況

に
応

じ
て

必
要

な
国

土
政

策
上

の
対

応
を

行
っ

て
い

く
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 ４
．

目
指

す
べ

き
人

と
国

土
の

姿
 

 （
１

）
国

土
の

姿
 

・
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

進
展

に
よ

る
我

が
国

の
国

土
の

地
政

学
上

の
位

置
付

け
の

変

化
や

、
東

日
本

大
震

災
発

生
時

の
広

域
的

な
支

援
の

状
況

な
ど

を
踏

ま
え

る
と

、
伝

統
的

な
行

政
区

分
や

地
域

区
分

に
と

ら
わ

れ
な

い
、

よ
り

広
域

的
な

発
想

が
必

要
 

（
ス

ー
パ

ー
・

メ
ガ

リ
ー

ジ
ョ

ン
、

日
本

海
・

太
平

洋
２

面
活

用
型

国
土

）
 

 ・
そ

の
よ

う
な

中
で

、
各

地
域

が
主

体
性

を
持

っ
て

個
性

を
発

揮
 

・
地

方
の

多
様

性
が

大
都

市
の

国
際

競
争

力
を

支
え

、
ま

た
大

都
市

で
生

ま
れ

る
イ

ノ
ベ

ー

シ
ョ

ン
が

地
方

に
環

流
さ

れ
、

大
都

市
と

地
方

が
相

互
に

「
対

流
」

 

・
大

都
市

圏
域

、
地

方
圏

域
の

そ
れ

ぞ
れ

が
世

界
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
く

 

・
こ

の
よ

う
な

国
土

を
形

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
力

を
高

め
、

依
然

と
し

て
進

展

す
る

東
京

一
極

集
中

か
ら

の
脱

却
を

図
る

 

 ①
大

都
市

圏
域

 

・
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
は

、
そ

の
超

高
速

性
に

よ
り

国
土

構
造

の
変

革
を

も
た

ら
す

国
家

的
見

地
に

立
っ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
り

、
建

設
主

体
で

あ
る

Ｊ
Ｒ

東
海

が
、
国

、
地

方
公

共
団

体
等

と
連

携
・

協
力

し
つ

つ
、

整
備

を
推

進
 

・
世

界
最

大
の

ス
ー

パ
ー

・
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

の
形

成
に

よ
る

国
際

競
争

力
強

化
 

（
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
に

よ
り

首
都

圏
・

中
部

圏
・

近
畿

圏
が

一
体

化
）

 

（
東

京
～

大
阪

の
移

動
は

い
わ

ば
都

市
内

移
動

 
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
に

移
行

）
 

（
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

全
体

で
４

つ
の

国
際

空
港

、
２

つ
の

国
際

コ
ン

テ
ナ

戦
略

港
湾

を
共

有
）

 

・
そ

の
効

果
は

新
幹

線
、
航

空
、
高

速
道

路
等

の
高

速
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
他

の
地

域
に

も
広

く
波

及
 

・
ス

ー
パ

ー
・
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

は
、
ま

す
ま

す
激

化
す

る
国

際
競

争
の

中
で

、
世

界
か

ら
人
・
モ

ノ
・
カ

ネ
・
情

報
を

引
き

つ
け

、
世

界
を

先
導

す
る

国
際

経
済

戦
略

都
市

と

す
る

 

・
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
人

材
が

集
ま

り
、
知

識
の

ス
ピ

ル
オ

ー
バ

ー
に

よ
り

イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

を
生

む
 

・
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
構

築
 

・
三

大
都

市
圏

は
連

携
す

る
と

と
も

に
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

内
で

切
磋

琢
磨

 

 ・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
は

じ
め

様
々

な
国

際
イ

ベ
ン

ト
が

安
全

に
開

催

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
も

、
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

内
の

相
互

連
携

も
図

り
つ

つ
レ

ジ

リ
エ

ン
ス

機
能

を
強

化
（

重
要

イ
ン

フ
ラ
・
建

築
物

の
耐

震
化

、
三

環
状

道
路

や
港

湾

等
を

活
用

し
た

物
流

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

拠
点

の
整

備
等

）
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 ②
地

方
圏

域
 

・
ユ

ー
ラ

シ
ア

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

、
環

太
平

洋
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
へ

の
対

応
と

災
害

に
強

い
国

土
づ

く
り

の
観

点
か

ら
、
従

来
の

広
域

ブ
ロ

ッ
ク

の
枠

を
超

え
、
日

本
海

側
と

太
平

洋

側
の

連
携

を
進

め
る

（
「

日
本

海
・

太
平

洋
２

面
活

用
型

国
土

」
）

 

・
新

幹
線

が
広

域
ブ

ロ
ッ

ク
相

互
を

連
結

 

・
安

全
で

ク
リ

ー
ン

で
働

き
者

の
高

速
道

路
等

が
ブ

ロ
ッ

ク
中

枢
都

市
と

地
域

内
外

を
連

結
 

 ・
国

際
空

港
、

港
湾

等
に

よ
り

ア
ジ

ア
と

直
結

し
、

成
長

を
取

り
込

む
 

・
高

度
な

産
業

の
集

積
や

、
地

域
の

産
業

の
系

譜
を

活
か

し
た

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
、
知

の

集
積

を
形

成
 

・
産

官
「

金
」

学
の

連
携

 
地

域
内

で
資

金
が

循
環

 

 
・

若
者

と
女

性
が

入
っ

て
き

や
す

い
農

林
水

産
業

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

や
新

技
術

の
活

用
、

ワ
ー

ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

重
視

）
 

・
様

々
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

生
み

出
す

先
導

的
社

会
シ

ス
テ

ム
を

積
極

導
入

 

・
バ

イ
オ

マ
ス

等
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

 

 ・
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
の

形
成

 

 
 

（
市

役
所

等
を

中
心

と
す

る
街

な
か

の
機

能
の

再
整

備
）

 

 
 

（
街

な
か

と
周

辺
部

を
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

つ
な

ぐ
）

 

 
 

（
住

宅
は

時
間

軸
を

考
慮

し
て

徐
々

に
集

約
）

 

（
ま

ち
づ

く
り

と
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
一

体
化

）
 
 
 

 
・

高
次

地
方

都
市

連
合

で
機

能
分

担
・

連
携

 

（
地

方
都

市
は

、
周

辺
の

市
町

村
と

相
互

に
機

能
を

分
担

し
、
補

完
し

合
う

関
係

に
）

 

（
例

：
生

活
の

拠
点

と
な

る
人

口
１

０
万

人
以

上
の

都
市

か
ら

交
通

１
時

間
圏

内
に

あ
る

、
複

数
の

市
町

村
か

ら
な

る
人

口
３

０
万

～
５

０
万

人
程

度
の

都
市

圏
等

）
 

・
「

小
さ

な
拠

点
」

に
よ

る
生

活
支

援
 

（
集

落
が

散
在

す
る

地
域

に
お

い
て

、
日

常
生

活
に

不
可

欠
な

施
設

・
機

能
や

地
域

 

 
活

動
を

行
う

場
を

歩
い

て
動

け
る

範
囲

に
集

め
た

地
域

の
拠

点
を

形
成

）
 

（
さ

ら
に

、
道

の
駅

等
と

連
携

し
て

、
地

域
お

こ
し

の
拠

点
に

）
 

（
小

さ
な

拠
点

は
「

国
土

の
細

胞
」

で
あ

り
、

こ
の

考
え

方
は

大
都

市
郊

外
の

い
わ

ゆ
る

「
オ

ー
ル

ド
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
」

問
題

に
も

あ
て

は
ま

る
も

の
）

 

（
中

山
間

地
域

は
規

模
が

小
さ

い
た

め
住

民
が

共
同

し
て

工
夫

す
れ

ば
何

と
か

な
る

が
、
小

都
市

は
相

対
的

に
規

模
が

大
き

く
、
む

し
ろ

こ
ち

ら
の

方
が

難
し

い
の

で

は
な

い
か

と
の

指
摘

あ
り

）
 

・
人

口
減

少
の

進
展

に
伴

い
、
集

積
が

粗
密

混
交

型
に

移
行

す
る

中
、
農

山
漁

村
を

は
じ

め
日

本
各

地
に

ゆ
と

り
あ

る
多

自
然

生
活

圏
域

を
形

成
 

※
 
平

日
は

ブ
ロ

ッ
ク

中
枢

都
市

で
働

き
、

休
日

は
田

舎
で

両
親

の
介

護
を

行
う

な
ど

、

ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
地

域
間

の
連

携
に

よ
り

東
京

へ
の

人
口

移
動

の
「

防
波

堤
」

に
も
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 ③
海

洋
・

離
島

 

・
３

８
万

ｋ
ｍ

２
の

領
土

に
加

え
、
４

４
７

万
ｋ

ｍ
２
の

領
海
・
排

他
的

経
済

水
域

等
の

す

べ
て

を
持

続
可

能
な

形
で

最
大

限
利

用
す

る
 

・
我

が
国

の
主

権
と

領
土

・
領

海
を

堅
守

し
、

海
洋

権
益

を
保

全
す

る
 

・
海

洋
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
鉱

物
資

源
の

開
発

の
推

進
、

海
洋

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

促
進

 

 ・
離

島
は

我
が

国
の

領
域

、
排

他
的

経
済

水
域

等
の

保
全

、
海

洋
資

源
の

利
用

、
自

然
環

境
の

保
全

等
に

重
要

な
役

割
を

担
う

 

・
国

土
管

理
の

拠
点

と
な

る
場

所
に

人
が

住
み

続
け

る
こ

と
が

重
要

 
特

に
外

海
の

遠
距

離
離

島
（

い
わ

ゆ
る

国
境

離
島

）
に

住
民

が
住

み
続

け
る

こ
と

は
国

家
及

び
国

民
の

利

益
 

い
わ

ば
「

現
代

の
防

人
」

 

 ④
広

域
ブ

ロ
ッ

ク
相

互
間

の
連

携
 

 
・

平
成

２
０

年
７

月
の

国
土

形
成

計
画

（
全

国
計

画
）

に
お

い
て

位
置

付
け

ら
れ

た
広

域

ブ
ロ

ッ
ク

の
自

立
的

発
展

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

こ
れ

を
促

進
し

て
い

く
こ

と
と

す

る
が

、
そ

の
後

の
我

が
国

の
国

土
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
等

を
踏

ま
え

、
広

域
ブ

ロ

ッ
ク

相
互

間
の

連
携

を
強

化
し

て
い

く
 

・
こ

の
よ

う
な

広
域

ブ
ロ

ッ
ク

相
互

間
の

連
携

を
、

過
去

の
国

土
計

画
に

お
い

て
構

想
さ

れ
、
２

１
世

紀
を

通
じ

て
明

ら
か

に
し

て
い

く
と

さ
れ

た
北

東
・
日

本
海
・
太

平
洋

新
・

西
日

本
の

４
つ

の
国

土
軸

の
構

想
と

も
重

ね
て

い
く

 

  （
２

）
人

と
国

土
の

か
か

わ
り

 

・
時

代
潮

流
の

変
化

を
受

け
、

国
土

・
地

域
に

お
け

る
伝

統
的

な
役

割
分

担
か

ら
脱

却
し

、

新
し

い
人

と
国

土
の

か
か

わ
り

方
を

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
 

・
挑

戦
し

よ
う

と
す

る
地

方
の

若
者

、
高

齢
者

、
女

性
な

ど
そ

れ
ぞ

れ
が

可
能

性
を

最
大

限

発
揮

で
き

る
国

土
・

社
会

環
境

の
整

備
 

 

①
女

性
と

高
齢

者
の

社
会

参
画

 

・
多

様
な

選
択

肢
の

中
で

、
女

性
や

高
齢

者
が

生
き

生
き

と
活

躍
で

き
る

社
会

の
構

築
 

 
・

女
性

と
高

齢
者

の
社

会
参

画
を

容
易

に
す

る
た

め
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
の

振
興

、

起
業

支
援

 

・
元

気
な

高
齢

者
が

主
体

的
・

積
極

的
に

働
き

、
創

造
的

に
社

会
参

画
し

て
、

社
会

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
年

金
＋

α
の

収
入

を
確

保
 

  
②

子
供

を
産

み
育

て
や

す
い

社
会

の
実

現
 

・
出

生
率

の
高

い
地

方
部

に
お

い
て

、
若

者
が

働
き

場
所

を
確

保
で

き
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
や

す
い

社
会

を
実

現
 



9
 

 

・
大

都
市

部
等

に
お

い
て

も
、

多
様

で
柔

軟
な

働
き

方
の

推
進

や
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
更

な
る

推
進

等
に

よ
り

男
女

が
と

も
に

仕
事

と
子

育
て

を
両

立
で

き
る

環
境

を

整
備

 

・
こ

れ
に

よ
り

、
少

子
化

に
歯

止
め

を
か

け
、

２
０

５
０

年
ま

で
の

で
き

る
だ

け
早

期
に

出
生

率
を

人
口

安
定

水
準

ま
で

回
復

さ
せ

る
 

 ③
担

い
手

の
確

保
 

・
国

土
づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

の
担

い
手

を
確

保
す

る
 

 
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
、

民
が

公
の

担
い

手
と

し
て

能
動

的
に

活
動

す
る

 

  



1
0
 

 ５
．

基
本

戦
略

 
 

 （
１

）
コ

ン
パ

ク
ト

な
拠

点
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
 

・
大

都
市

か
ら

「
小

さ
な

拠
点

」
に

至
る

ま
で

、
新

た
な

選
択

と
集

中
の

考
え

方
の

下
、

コ
ン

パ
ク

ト
な

拠
点

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

新
し

い
活

力
の

集
積

を
図

り
、
拠

点
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
重

層
的

に
重

な
る

力
強

い
国

土
を

形
成

 

 ・
限

ら
れ

た
財

政
の

下
、

最
も

効
率

的
・

効
果

的
に

行
政

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

「
守

り
の

コ
ン

パ
ク

ト
」

だ
け

で
な

く
、

集
積

を
高

め
、

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

の

提
供

と
新

た
な

価
値

の
創

造
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
生

み
出

す
「

攻
め

の
コ

ン
パ

ク
ト

」

を
目

指
す

 

 ・
行

政
や

医
療
・
福

祉
、
商

業
等

各
種

サ
ー

ビ
ス

業
の

効
率

性
を

高
め

、
よ

り
よ

い
サ

ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
、
コ

ン
パ

ク
ト

な
拠

点
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

ぶ
地

域
構

造
を

構
築

 

（
ま

ず
、
「

サ
ー

ビ
ス

機
能

の
集

約
化

・
高

度
化

」
を

進
め

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
 
 

及
び

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
住

民
と

結
ぶ

）
 

（
そ

の
後

、
一

定
の

時
間

軸
の

中
で

、
誘

導
策

等
に

よ
り

「
居

住
地

の
集

約
化

」
）

 

 ・
拠

点
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
新

し
い

集
積

に
よ

り
人

・
モ

ノ
・

情
報

が
活

発
に

行
き

交
う

中
で

、
新

た
な

価
値

の
創

造
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

げ
る

 

・
大

都
市
・
地

方
都

市
の

中
心

部
に

大
学

を
中

心
と

し
た
「

知
の

創
発

拠
点

」
を

形
成

し
、

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
 

 
 

※
 
５

つ
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
（

新
し

い
財

貨
、
新

し
い

仕
入

れ
先

、
新

し
い

販
売

先
、

 

新
し

い
生

産
方

法
、

新
し

い
組

織
）

 

・
「

小
さ

な
拠

点
」

を
、

日
常

生
活

の
「

守
り

の
砦

」
と

す
る

だ
け

で
な

く
、

６
次

産
業

機
能

等
を

付
加

し
、

雇
用

を
生

み
出

す
「

攻
め

の
砦

」
に

 

・
都

市
内

、
地

域
内

だ
け

で
な

く
都

市
間

、
地

域
間

に
お

い
て

も
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
っ

て
連

携
を

強
化

 

・
自

動
運

転
、

遠
隔

医
療

等
最

先
端

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
積

極
活

用
を

図
る

 

 （
２

）
移

動
と

交
流

・
連

携
の

促
進

 

・
ア

ジ
ア

を
中

心
と

す
る

大
交

流
時

代
を

迎
え

、
日

本
の

国
土

の
地

政
学

上
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

、
世

界
の

成
長

を
取

り
込

む
 

・
定

住
人

口
の

減
少

に
よ

る
生

産
・
消

費
の

縮
小

が
見

込
ま

れ
る

中
、
交

流
人

口
の

増
加

に
よ

り
地

域
経

済
を

活
性

化
 

・
こ

れ
に

伴
い

、
集

客
力

あ
る

個
性

豊
か

な
地

域
づ

く
り

が
促

進
さ

れ
、
地

域
住

民
が

誇

り
と

愛
着

を
持

つ
こ

と
の

で
き

る
活

力
に

満
ち

た
地

域
社

会
を

実
現

 

 



1
1
 

 

・
留

学
、
医

療
観

光
、
ビ

ジ
ネ

ス
等

交
流

人
口

を
包

含
し

た
よ

り
深

く
広

い
「

滞
在

人
口

」

の
拡

大
、

さ
ら

に
積

極
的

に
地

域
に

関
わ

る
「

協
働

人
口

」
の

拡
大

へ
 

・
二

地
域

居
住

（
＝

セ
カ

ン
ド

ハ
ウ

ス
）
、

生
産

的
な

二
地

域
居

住
（

＝
二

地
域

就
労

）
 

・
こ

れ
ら

グ
ロ

ー
バ

ル
か

つ
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

移
動

と
交

流
・
連

携
を

大
都

市
、
地

方
に

関
わ

ら
ず

国
土

全
体

で
実

現
 

 

（
３

）
地

域
経

済
を

支
え

る
産

業
の

活
性

化
 

・
地

方
で

こ
そ

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

起
こ

す
（

高
齢

社
会

に
対

応
し

た
医

療
産

業
等

）
 

・
各

地
域

に
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

を
形

成
（

６
０

～
１

２
０

分
圏

内
）

 

・
食

料
問

題
等

に
対

応
す

る
と

同
時

に
、

地
方

の
経

済
を

力
強

い
も

の
に

す
る

た
め

に
は

 

主
要

産
業

で
あ

る
農

林
水

産
業

の
活

性
化

が
不

可
欠

 

（
法

人
経

営
、

大
規

模
家

族
経

営
、

集
落

営
農

、
新

規
就

農
、

企
業

の
農

業
参

入

等
に

よ
る

多
様

な
担

い
手

の
育

成
・

確
保

）
 

 

・
農

林
水

産
業

を
先

端
産

業
に

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
、

技
術

の
開

発
・

普
及

）
 

・
農

林
水

産
物

・
食

品
の

輸
出

拡
大

（
２

０
２

０
年

に
は

年
間

１
兆

円
に

倍
増

）
 

 

（
４

）
災

害
に

強
い

国
土

へ
の

リ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
 

・
巨

大
災

害
に

強
い

国
土

づ
く

り
の

観
点

か
ら

、
現

在
諸

機
能

が
集

中
し

て
い

る
太

平
洋

側
だ

け
で

な
く

日
本

海
側

も
重

視
し

、
さ

ら
に

日
本

海
側

と
太

平
洋

側
の

連
携

を
図

る

国
土

づ
く

り
に

よ
り

多
重

性
・
代

替
性

を
高

め
る

と
と

も
に

、
内

陸
発

展
型

国
土

の
形

成
を

目
指

す
 

・
機

能
が

集
積

し
て

い
る

地
域

の
防

災
・

減
災

対
策

を
進

め
る

と
と

も
に

、
中

枢
機

能
、

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

確
保

 

 ・
ロ

ボ
ッ

ト
や

セ
ン

サ
ー

等
を

駆
使

し
て

、
防

災
・
減

災
、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

生
み

出
し

、
「

防
災

先
進

社
会

」
を

構
築

 

 （
５

）
美

し
い

国
土

を
守

り
、

育
て

る
 

・
森

林
、

農
地

、
海

洋
、

水
を

大
切

に
し

、
３

８
万

ｋ
ｍ

２
の

領
土

に
加

え
、

４
４

７
万

ｋ
ｍ

２
の

領
海

・
排

他
的

経
済

水
域

等
の

す
べ

て
を

持
続

可
能

な
形

で
最

大
限

利
用

す

る
 

・
農

山
漁

村
や

離
島
・
半

島
は

、
国

土
管

理
の

拠
点

と
な

る
場

所
で

あ
り

、
そ

こ
に

人
が

住
み

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
地

域
づ

く
り

 

・
特

に
、
外

海
の

遠
距

離
離

島
の

住
民

は
、
い

わ
ば
「

現
代

の
防

人
」
で

あ
り

、
こ

の
こ

と
を

踏
ま

え
た

対
応

が
必

要
（

交
通

・
情

報
ア

ク
セ

ス
の

改
善

と
、

産
業

振
興

・
雇

用

確
保

)
 

・
流

域
圏

に
お

け
る

健
全

な
水

循
環

系
の

構
築

や
、
流

域
全

体
で

の
総

合
的

な
治

山
治

水

対
策

の
推

進
 

 



1
2
 

 （
６

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

制
約

・
環

境
問

題
へ

の
対

応
 

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

省
エ

ネ
・

創
エ

ネ
を

効
率

的
に

実
施

す
る

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
 

・
災

害
時

対
応
（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
と

需
要

の
ピ

ー
ク

カ
ッ

ト
に

対
応

し
た

集
中

電
源

と
分

散
電

源
の

ベ
ス

ト
ミ

ッ
ク

ス
 

・
バ

イ
オ

マ
ス

等
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

 

・
環

境
共

生
都

市
構

築
と

そ
の

国
際

的
推

進
 

・
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
更

な
る

充
実

強
化

に
よ

る
生

物
多

様
性

の
保

全
と

回
復

 

 

（
７

）
イ

ン
フ

ラ
を

賢
く

、
長

く
使

う
 

・
個

別
事

業
ご

と
に

、
事

業
効

果
、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
等

を
吟

味
し

た
上

で
、
必

要
な

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
今

後
は

、
で

き
あ

が
っ

た
イ

ン
フ

ラ

を
「

賢
く

使
う

」
こ

と
に

も
力

を
入

れ
て

い
く

 

・
イ

ン
フ

ラ
を

、
公

共
事

業
と

い
う

フ
ロ

ー
で

見
る

の
で

は
な

く
ス

ト
ッ

ク
で

評
価

す
る

 

・
民

間
の

資
金

や
技

術
、
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
て

、
従

来
公

共
部

門
が

担
っ

て
き

た
イ

ン

フ
ラ

の
整

備
・

運
営

に
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉ

を
活

用
 

 
 

 
（

民
間

事
業

者
が

創
意

工
夫

を
発

揮
で

き
る

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
方

式
の

対
象

拡
大

な
ど

多
様

な
手

法
の

活
用

に
よ

り
事

業
規

模
を

拡
大

（
２

０
２

３
年

ま
で

に
１

２
兆

円
規

模
に

）
）

 

・
厳

し
い

自
然
・
社

会
条

件
の

中
、
我

が
国

が
築

き
上

げ
て

き
た

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

の

輸
出

の
促

進
（

国
内

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
際

し
て

も
、

そ
の

技
術

、

シ
ス

テ
ム

が
輸

出
促

進
に

つ
な

が
る

も
の

と
な

る
よ

う
、

常
に

意
識

し
て

デ
ザ

イ
ン

）
 

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

等
の

技
術

や
ソ

フ
ト

イ
ン

フ
ラ
（

規
制

緩
和

、
料

金
政

策
等

）
の

活
用

が
不

可

欠
（

も
は

や
ソ

フ
ト

の
な

い
ハ

ー
ド

は
存

在
で

き
な

い
）

 

・
世

界
と

遜
色

の
な

い
、
世

界
の

公
共

財
と

し
て

機
能

す
る

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

を
構

築
 

 （
８

）
技

術
革

新
を

取
り

込
む

社
会

を
つ

く
る

 

・
技

術
革

新
は

社
会

発
展

の
礎

で
あ

り
、

国
を

挙
げ

て
の

技
術

開
発

体
制

を
構

築
 

・
社

会
的

ニ
ー

ズ
及

び
技

術
シ

ー
ズ

を
見

据
え

、
新

た
な

技
術

開
発

を
含

め
た

技
術

施
策

を
推

進
 

・
技

術
革

新
の

成
果

を
最

大
限

に
活

か
す

た
め

、
制

度
と

技
術

を
一

体
的

に
つ

く
り

上
げ

る
（

例
：
デ

ン
マ

ー
ク

で
は

電
子

申
請

の
義

務
化

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

は
電

子
式

道
路

料
金

徴
収

シ
ス

テ
ム

の
車

載
器

搭
載

の
義

務
化

）
 

 

（
９

）
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

生
き

生
き

と
暮

ら
せ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
構

築
 

・
都

市
政

策
・
住

宅
政

策
・
福

祉
政

策
・
交

通
政

策
の

連
携

等
に

よ
り

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を

再
構

築
 

・
高

齢
者

が
健

康
寿

命
を

伸
ば

し
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

中
で

社
会

的
役

割
を

担
う

だ
け

で

な
く

、
元

気
に

働
き

、
創

造
的

生
産

活
動

に
も

大
き

く
貢

献
し

、
必

要
に

な
れ

ば
介

護

が
受

け
ら

れ
る

社
会

を
実

現
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・
ス

マ
ー

ト
ウ

ェ
ル

ネ
ス

住
宅

・
シ

テ
ィ

の
実

現
 

・
高

齢
者

や
障

害
者

が
生

き
生

き
と

暮
ら

せ
る

空
間

の
整

備
 

 ・
２

０
５

０
年

ま
で

の
で

き
る

だ
け

早
期

に
人

口
安

定
水

準
ま

で
出

生
率

を
回

復
さ

せ
、

そ
の

後
で

き
る

だ
け

早
期

に
人

口
を

安
定

さ
せ

る
 

・
大

都
市

に
お

い
て

も
地

方
に

お
い

て
も

、
女

性
が

働
き

や
す

く
、
安

心
し

て
子

供
を

産

み
育

て
ら

れ
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

政
府

を
挙

げ
て

取
り

組
む

 

 （
1
0
）

国
土

・
地

域
の

担
い

手
づ

く
り

 

・
平

成
１

８
年

の
国

土
審

議
会
（

自
立

地
域

社
会

専
門

委
員

会
）
に

お
い

て
提

唱
さ

れ
た

新
た

な
「

公
」

は
、

着
実

な
広

が
り

が
見

ら
れ

る
が

、
一

部
に

頭
打

ち
現

象
も

 

・
一

方
、
防

災
、
福

祉
等

の
分

野
に

お
い

て
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

地
域
・
コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
密

着
し

た
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

が
拡

大
 

・
新

た
な
「

公
」
に

地
域

の
中

で
位

置
付

け
を

与
え

、
一

定
の

支
援

を
行

う
一

方
、
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

を
確

立
し

、
一

定
の

責
任

を
分

担
す

る
仕

組
み

も
 

（
「

新
た

な
「

公
」

の
第

二
弾

ロ
ケ

ッ
ト

」
）

 

・
国

土
・

地
域

づ
く

り
を

支
え

る
地

域
建

設
業

、
技

術
者

、
技

能
者

の
確

保
育

成
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 別
添

 
具

体
的

推
進

方
策

例
 

  （
１

）
高

密
度

移
動

社
会

の
実

現
（

主
に

基
本

戦
略

（
１

）
（

２
）

に
対

応
）

 

・
交

通
政

策
基

本
法

を
踏

ま
え

、
総

合
交

通
体

系
を

確
立

 

 ・
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
の

開
通

に
よ

り
、
東

京
・
名

古
屋
・
大

阪
が

１
時

間
で

結
ば

れ
る

が
、
こ

れ
と

併
せ

て
、
大

阪
か

ら
西

へ
、
東

京
か

ら
北

へ
、
さ

ら
に

は
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ

ン
か

ら
世

界
へ

つ
な

げ
る

視
点

が
重

要
 

 
 

（
他

の
新

幹
線

、
鉄

道
、

空
港

、
港

湾
等

と
の

連
携

を
構

築
）

 

 ・
今

後
急

速
な

発
展

が
見

込
ま

れ
る

Ｌ
Ｃ

Ｃ
等

に
よ

り
イ

ー
ル

ド
を

低
下

さ
せ

、
直

行
便

（
P
o
i
n
t
 t
o
 P
o
i
n
t
に

よ
る

L
o
c
a
l
 t
o
 L
o
c
a
l
、

 
L
o
c
a
l
 t
o
 G
l
o
b
a
l
）

を
増

や
し

、

地
方

空
港

も
含

め
た

航
空

利
用

を
促

進
 

・
国

際
・

国
内

の
航

空
市

場
が

融
合

し
た

多
様

な
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

 

・
首

都
圏

空
港

等
の

空
港

容
量

増
大

や
都

心
と

の
ア

ク
セ

ス
の

改
善

、
全

国
の

空
港

の
経

営
改

革
を

推
進

 

 ・
国

際
戦

略
港

湾
の

機
能

強
化

と
高

速
道

路
等

の
整

備
、

連
携

を
推

進
 

・
Ｉ

Ｔ
Ｓ

を
活

用
し

た
渋

滞
情

報
の

提
供

等
に

よ
る

Ｔ
Ｄ

Ｍ
を

全
国

レ
ベ

ル
で

展
開

し
、

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
定

時
性

を
確

保
し

、
ボ

ラ
テ

ィ
リ

テ
ィ

を
小

さ
く

す
る
（

１
年

間
の

渋
滞

に
よ

る
損

失
は

２
８

０
万

人
分

の
労

働
力

に
相

当
と

の
試

算
）

 

 ・
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

安
定

的
か

つ
安

価
な

輸
入

の
実

現
に

向
け

た
、
効

率
的

な
海

上
輸

送
網

の
形

成
 

・
国

境
を

越
え

た
グ

ロ
ー

バ
ル

な
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

構
築

 

・
国

際
的

に
遜

色
な

い
物

流
コ

ス
ト

と
当

日
・
翌

日
配

達
圏

拡
大

な
ど

の
利

便
性

を
確

保

し
た

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
 

 ・
自

動
車

や
車

い
す

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

モ
ビ

リ
テ

ィ
等

の
自

動
走

行
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、
ヒ

ト
や

モ
ノ

が
安

全
・
快

適
に

移
動

す
る

こ
と

の
で

き
る

社
会

を
実

現
 

・
こ

れ
ら

の
施

策
を

推
進

す
る

上
で

、
自

動
車

は
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
の

一
部

を
構

成
 

 ・
訪

日
外

国
人

旅
行

者
２

０
０

０
万

人
の

高
み

を
目

指
す

（
観

光
立

国
の

推
進

）
 

・
日

本
ブ

ラ
ン

ド
の

発
信

、
ビ

ザ
要

件
の

緩
和

等
に

よ
る

訪
日

旅
行

の
促

進
 

・
広

域
的

な
観

光
ル

ー
ト

の
構

築
 

（
特

に
、

都
道

府
県

、
地

域
ブ

ロ
ッ

ク
を

越
え

る
連

携
の

推
進

）
 

・
ク

ル
ー

ズ
船

の
大

型
化

や
ア

ジ
ア

ク
ル

ー
ズ

の
需

要
の

拡
大

に
対

応
し

た
ク

ル
ー

ズ
観

光
の

振
興

な
ど

総
合

的
な

海
洋

観
光

の
振

興
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・
国

際
会

議
等

（
Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
）

の
誘

致
、

開
催

や
そ

の
た

め
の

環
境

整
備

 

  

（
２

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
に

よ
る

ス
ト

レ
ス

フ
リ

ー
社

会
の

実
現

 

（
主

に
基

本
戦

略
（

１
）
（

２
）
（

８
）

に
対

応
）

 

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

、
時

間
・

距
離

・
言

語
の

制
約

を
克

服
 

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
等

に
よ

り
、
移

動
、
買

い
物
・
病

院
等

で
外

国
人

も
含

め
誰

も
が

ど
こ

で
も

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
な

い
環

境
を

整
備
（

多
言

語
対

応
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル
・
ス

ト
レ

ス
フ

リ
ー

社
会

）
 

・
準

天
頂

衛
星

や
屋

内
測

位
技

術
に

よ
る

高
精

度
測

位
及

び
地

理
空

間
情

報
の

高
度

化
に

よ
り

、
誰

も
が

ス
ト

レ
ス

な
く

ス
マ

ー
ト

に
移

動
し

、
ど

こ
で

も
膨

大
な

デ
ー

タ
を

高

度
処

理
し

な
が

ら
世

界
と

つ
な

が
る

こ
と

が
可

能
に

 

（
情

報
・

知
識

空
間

と
実

物
空

間
の

融
合

、
Ｃ

Ｐ
Ｓ

（
サ

イ
バ

ー
フ

ィ
ジ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

）
）

 

（
高

齢
者

、
外

国
人

、
誰

も
が

災
害

時
だ

け
で

な
く

様
々

な
社

会
経

済
活

動
を

迷
う

こ
と

な
く

、
効

率
的

に
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
・

ス
ト

レ
ス

フ
リ

ー

社
会

の
実

現
)
 

（
位

置
と

時
間

の
管

理
は

国
家

の
基

本
で

あ
り

、
こ

れ
に

よ
り

国
土

全
体

の
見

え
る

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

中
、

新
情

報
革

命
に

よ

り
我

が
国

の
社

会
シ

ス
テ

ム
を

世
界

の
デ

フ
ァ

ク
ト

・
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
化

）
 

  （
３

）
コ

ン
パ

ク
ト

土
地

利
用

シ
ス

テ
ム

の
構

築
（

主
に

基
本

戦
略
（

１
）（

２
）
に

対
応

）
 

・
人

口
減

少
や

拠
点

の
コ

ン
パ

ク
ト

化
な

ど
に

伴
い

生
み

出
さ

れ
る

空
き

地
を

活
用

し
、

 

ゆ
と

り
あ

る
居

住
空

間
や

防
災

空
間

と
し

て
の

活
用

、
農

地
と

し
て

の
活

用
の

ほ
か

、
 

必
要

に
応

じ
て

自
然

へ
の

回
帰

を
進

め
る

 

 
 

（
都

市
計

画
、

市
街

地
整

備
事

業
に

加
え

、
農

業
政

策
の

対
応

も
必

要
）

 

・
空

き
家

を
活

用
し

て
二

地
域

居
住

や
Ｉ

タ
ー

ン
を

希
望

す
る

者
に

住
宅

を
提

供
 

 ・
所

有
者

不
明

土
地

の
実

態
把

握
、

活
用

を
進

め
る

た
め

の
ル

ー
ル

作
り

 

 
 

 
（

相
続

手
続

が
行

わ
れ

な
い

ま
ま

放
置

さ
れ

て
い

る
土

地
等

が
国

土
利

用
、

災
害

復

旧
等

を
阻

害
 

対
応

が
遅

れ
れ

ば
遅

れ
る

ほ
ど

対
応

が
困

難
に

）
 

  （
４

）
ス

ー
パ

ー
・

メ
ガ

リ
ー

ジ
ョ

ン
の

形
成

（
主

に
基

本
戦

略
（

１
）
（

２
）

に
対

応
）

 

・
世

界
最

大
の

ス
ー

パ
ー

・
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

の
形

成
に

よ
る

国
際

競
争

力
強

化
 

（
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
に

よ
り

首
都

圏
・

中
部

圏
・

近
畿

圏
が

一
体

化
）

 

（
東

京
～

大
阪

の
移

動
は

い
わ

ば
都

市
内

移
動

 
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
に

移
行

）
 

（
メ

ガ
リ

ー
ジ

ョ
ン

全
体

で
４

つ
の

国
際

空
港

、
２

つ
の

国
際

コ
ン

テ
ナ

戦
略

港
湾
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を
共

有
）

 

・
大

都
市

圏
域

で
は

、
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
拠

点
を

整
備

し
、
シ

テ
ィ

セ
ー

ル
ス

を
強

化

（
外

国
企

業
の

ア
ジ

ア
ヘ

ッ
ド

ク
ォ

ー
タ

ー
、

高
度

外
国

人
材

等
を

呼
び

込
む

）
 

・
大

都
市

の
郊

外
に

移
転

し
た

大
学

の
都

心
回

帰
を

支
援

 

・
大

学
と

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
、

商
品

化
の

場
を

都
心

に
整

備
 

（
例

：
大

阪
・

梅
田

の
ナ

レ
ッ

ジ
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
）

 

・
企

業
も

エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

の
重

要
な

プ
レ

ー
ヤ

ー
 

（
大

阪
市

で
日

本
初

の
Ｂ

Ｉ
Ｄ

条
例

制
定

）
 

  

（
５

）
首

都
圏

の
再

構
築

（
主

に
基

本
戦

略
（

１
）
（

４
）
（

６
）

に
対

応
）

 

・
外

国
人

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ン

が
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

ず
に

仕
事

や
生

活
で

き
る

社
会

 

・
世

界
最

先
端

の
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

 

・
渋

滞
、
環

境
負

荷
の

少
な

い
交

通
シ

ス
テ

ム
、
誰

も
が

ど
こ

で
も

ス
マ

ー
ト

に
移

動
し

、

情
報

を
取

得
で

き
る

情
報

空
間

等
に

よ
り

高
密

度
な

都
市

活
動

を
実

現
 

・
首

都
圏

空
港

、
国

際
戦

略
港

湾
等

を
通

じ
て

、
世

界
と

シ
ー

ム
レ

ス
に

つ
な

が
り

、
成

長
を

取
り

込
む

 

  

（
６

）
日

本
海

・
太

平
洋

２
面

活
用

型
国

土
（

主
に

基
本

戦
略

（
２

）
（

４
）

に
対

応
）

 

 
・

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
進

展
に

よ
る

我
が

国
の

国
土

の
地

政
学

上
の

位
置

付
け

の

変
化

や
、
東

日
本

大
震

災
発

生
時

の
広

域
的

な
支

援
の

状
況

な
ど

を
踏

ま
え

、
従

来
の

広
域

ブ
ロ

ッ
ク

の
枠

を
超

え
た

日
本

海
側

と
太

平
洋

側
の

連
携

を
進

め
る

 

・
北

極
海

航
路

や
、
シ

ベ
リ

ア
鉄

道
を

使
っ

て
ア

ジ
ア

と
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

を
結

ぶ
シ

ベ
リ

ア

ラ
ン

ド
ブ

リ
ッ

ジ
、

パ
ナ

マ
運

河
再

拡
張

に
よ

る
物

流
構

造
の

大
き

な
変

化
に

対
応

 

・
航

路
と

し
て

の
日

本
海

側
の

重
要

性
を

踏
ま

え
た

港
湾

の
活

用
 

  

（
７

）
高

次
地

方
都

市
連

合
の

形
成

（
主

に
基

本
戦

略
（

１
）

に
対

応
）

 

・
地

方
都

市
は

、
周

辺
の

市
町

村
と

相
互

に
機

能
を

分
担

し
・

補
完

し
合

う
関

係
に

 

（
例
：
生

活
の

拠
点

と
な

る
人

口
１

０
万

人
以

上
の

都
市

か
ら

交
通

１
時

間
圏

内
に

あ
る

、
複

数
の

市
町

村
か

ら
な

る
人

口
３

０
万

～
５

０
万

人
程

度
の

都
市

圏
等

）
 

・
地

方
都

市
圏

域
で

は
、

都
市

機
能

の
再

整
備

を
図

り
つ

つ
、

既
存

イ
ン

フ
ラ

の
再

編
・

再
構

築
や

都
市

の
再

々
開

発
 

・
大

学
と

地
域

企
業

が
連

携
し

、
ロ

ー
カ

ル
人

材
を

育
成

し
、
１

次
産

業
か

ら
３

次
産

業

ま
で

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

 

・
地

方
大

学
の

充
実

、
地

域
で

の
就

職
に

つ
な

が
る

教
育

の
実

施
 

・
地

域
産

業
の

系
譜

か
ら

つ
な

が
る

戦
略

産
業

集
積

（
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

）
の

形
成

 

・
様

々
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

生
み

出
す

先
導

的
社

会
シ

ス
テ

ム
を

積
極

導
入
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・
地

方
に

お
け

る
産

業
の

立
地

・
投

資
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
の

環
境

整
備

 

・
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

た
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
 

・
国

、
地

方
公

共
団

体
、

事
業

者
が

連
携

す
る

仕
組

み
の

構
築

 

 

 （
８

）
挑

戦
型

農
山

漁
村

、
「

小
さ

な
拠

点
」

（
主

に
基

本
戦

略
（

１
）
（

３
）
（

６
）

に
対

応
）

 

・
多

様
な

担
い

手
の

確
保

（
法

人
経

営
、

大
規

模
家

族
経

営
、

集
落

営
農

、
新

規
就

農
、

企
業

の
農

業
参

入
等

）
 

・
農

林
水

産
業

を
先

端
産

業
に

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
、

技
術

の
開

発
・

普
及

）
 

・
農

林
水

産
物

・
食

品
の

輸
出

拡
大

（
２

０
２

０
年

に
は

年
間

１
兆

円
に

倍
増

）
 

 ・
地

方
を

志
向

す
る

若
者

の
増

加
等

を
踏

ま
え

、
Ｕ

Ｊ
Ｉ

タ
ー

ン
、
二

地
域

就
労

の
た

め

の
環

境
を

整
備

 

（
全

員
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

目
指

す
必

要
は

な
い

）
 

 

・
高

齢
者

の
二

地
域

居
住

・
就

労
を

促
進

 

（
例
：
大

都
市

に
居

住
す

る
団

塊
世

代
の

退
職

者
が

、
月

に
１

週
間

だ
け

地
域

の
農

業
生

産
法

人
の

経
理

の
仕

事
を

行
う

な
ど

）
 

 ・
「

小
さ

な
拠

点
」

を
、

日
常

生
活

を
守

る
砦

と
す

る
だ

け
で

な
く

、
６

次
産

業
機

能
等

を
付

加
し

、
雇

用
を

生
み

出
す

攻
め

の
砦

に
 

・「
小

さ
な

拠
点

」
と

周
辺

集
落

と
の

ア
ク

セ
ス

に
つ

い
て

は
、
当

面
は

配
達

サ
ー

ビ
ス

や

デ
ィ

マ
ン

ド
バ

ス
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

等
で

対
応

 

→
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

に
よ

り
遠

隔
医

療
、
遠

隔
教

育
（

た
だ

し
、
制

度
改

善
が

必
要

）
 

・
「

小
さ

な
拠

点
」

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
等

を
整

備
す

る
 

（
地

域
の

中
で

位
置

付
け

を
与

え
た

上
で

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

一
定

の
責

任
を

分
担

し
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

確
立

す
る

こ
と

を
求

め
る

）
 

（
例

え
ば

、
行

政
が

保
有

す
る

財
産

（
＝

既
存

ス
ト

ッ
ク

）
の

無
償

又
は

安
価

で
の

使
用

を
認

め
る

ほ
か

、
各

種
制

度
の

弾
力

的
運

用
を

行
う

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

）
 

（
人

材
育

成
支

援
の

た
め

の
中

間
支

援
組

織
の

育
成

、
小

さ
な

拠
点

で
働

く
こ

と
が

新
た

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
と

な
る

よ
う

な
人

材
育

成
策

等
の

充
実

）
 

 

・
都

市
農

村
交

流
 

（
企

業
に

よ
る

一
社

一
村

運
動

や
、

子
供

の
農

山
漁

村
で

の
宿

泊
体

験
な

ど
、

都
市

と

農
山

漁
村

の
交

流
を

推
進

）
 

（
情

報
の

収
集

と
発

信
を

行
う

一
元

的
に

行
う

信
頼

で
き

る
仕

組
み

の
構

築
）

 

 
（

運
賃

・
料

金
面

で
の

対
応

が
行

わ
れ

れ
ば

、
乗

客
増

に
も

（
例

え
ば

、
航

空
会

社
が

実
施

し
て

い
る

介
護

帰
省

割
引

）
）

 

 
（

住
民

登
録

や
納

税
面

で
の

対
応

も
検

討
が

必
要

）
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 ・
人

口
１

０
０

０
人

の
村

の
小

中
学

校
は

、
毎

年
２

世
帯

と
単

身
者

４
人

の
転

入
で

維
持

可
能

と
の

試
算

あ
り

 

・
林

業
の

再
生

、
国

産
材

そ
の

他
の

木
材

の
活

用
 

  

（
９

）
離

島
定

住
促

進
「

現
代

の
防

人
」

（
主

に
基

本
戦

略
（

５
）

に
対

応
）

 

・
農

山
漁

村
や

離
島
・
半

島
は

、
国

土
管

理
の

拠
点

と
な

る
場

所
で

あ
り

、
そ

こ
に

人
が

住
み

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
地

域
づ

く
り

 

・
特

に
外

海
の

遠
距

離
離

島
（

い
わ

ゆ
る

国
境

離
島

）
に

住
民

が
住

み
続

け
る

こ
と

は
国

家
及

び
国

民
の

利
益

 
い

わ
ば

「
現

代
の

防
人

」
 

・
「

２
つ

の
も

の
さ

し
」

の
発

想
に

よ
る

 

－
交

通
・

情
報

ア
ク

セ
ス

の
改

善
、

産
業

振
興

・
雇

用
確

保
 

 
 

 
－

規
制

緩
和

、
市

場
化

を
推

進
す

る
際

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

 

 
・

中
山

間
地

域
、

離
島

等
の

成
功

事
例

（
例

え
ば

、
人

口
が

増
加

に
転

じ
た

、
Ｉ

タ
ー

ン

希
望

者
に

提
供

す
る

空
き

家
が

枯
渇

、
島

留
学

に
定

員
の

２
倍

以
上

の
応

募
 

等
）

を

共
有

す
る

こ
と

が
重

要
 

・
島

留
学

等
も

推
進

 

  

（
1
0
）

ス
マ

ー
ト

ウ
ェ

ル
ネ

ス
住

宅
・

シ
テ

ィ
の

実
現

（
主

に
基

本
戦

略
（

９
）

に
対

応
）
 

・
女

性
、
高

齢
者

が
活

躍
で

き
る

社
会

を
構

築
す

る
た

め
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

、
起

業
支

援
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

フ
ァ

ン
ド

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
イ

ン
グ

等
も

）
 

・
お

年
寄

り
が

健
康

に
生

き
生

き
と

暮
ら

せ
る

空
間

の
整

備
 

（
街

中
に

高
齢

者
が

歩
い

て
出

か
け

、
く

つ
ろ

げ
る

空
間

づ
く

り
）

 

（
大

都
市

に
お

け
る

介
護

施
設

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

に
対

す
る

国
土

レ
ベ

ル
で

の
対

応
も

）
 

・
少

子
化

対
策

を
進

め
る

上
で

、
大

都
市

も
、

地
方

も
と

も
に

重
要

 

・
大

都
市

に
お

い
て

も
地

方
に

お
い

て
も

、
女

性
が

働
き

や
す

く
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

政
府

を
挙

げ
て

取
り

組
む

 

・
職

住
近

接
、

三
世

代
同

居
・

近
居

や
新

た
な

住
ま

い
方

が
ポ

イ
ン

ト
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

も
 

（
フ

ラ
ン

ス
で

は
、

手
当

、
税

制
、

子
育

て
施

設
の

整
備

か
ら

公
共

交
通

の
運

賃
の

優
遇

ま
で

あ
ら

ゆ
る

措
置

を
実

施
）

 

  

（
1
1
）

環
境

共
生

都
市

の
構

築
（

主
に

基
本

戦
略

（
５

）
（

６
）

に
対

応
）

 

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

省
エ

ネ
・

創
エ

ネ
を

効
率

的
に

実
施

す
る

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
 

・
災

害
時

対
応
（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
と

需
要

の
ピ

ー
ク

カ
ッ

ト
に

対
応

し
た

集
中

電
源

と
分

散
電

源
の

ベ
ス

ト
ミ

ッ
ク

ス
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・
建

築
物

の
省

エ
ネ

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
共

同
利

用
 

（
建

築
物

の
用

途
ミ

ッ
ク

ス
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要
を

平
準

化
さ

せ
る

こ
と

も
）

 

・
水

と
緑

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

、
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
の

推
進

 

・
公

共
交

通
や

自
転

車
の

利
用

を
含

め
交

通
手

段
の

多
様

性
や

安
全

な
歩

行
空

間
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

る
都

市
部

の
良

好
な

環
境

の
創

出
 

 
 

（
利

用
実

態
に

合
わ

せ
て

、
駐

車
場

附
置

義
務

を
緩

和
し

、
駐

輪
場

に
転

換
等

）
 

・
無

電
柱

化
の

推
進

 

・
地

域
独

自
の

歴
史

文
化

等
に

根
ざ

し
た

景
観

や
、
潤

い
と

安
ら

ぎ
を

与
え

る
水

と
緑

と

い
っ

た
自

然
等

の
幅

広
い

地
域

資
源

を
最

大
限

活
用

し
た

、
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

 

・
エ

コ
ロ

ジ
カ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
 

（
森

林
、

農
地

、
都

市
内

緑
地

・
水

辺
、

河
川

、
海

等
を

有
機

的
に

つ
な

ぐ
エ

コ
ロ

ジ

カ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
の

形
成

を
図

る
）

 

 
・
環

境
共

生
都

市
の

構
築

を
国

際
的

に
推

進
す

る
た

め
、
新

興
国

を
中

心
に

日
本

の
経

験
・

技
術

を
活

用
し

た
都

市
開

発
を

海
外

展
開

 

  

（
1
2
）

防
災

先
進

社
会

の
実

現
（

主
に

基
本

戦
略

（
４

）
に

対
応

）
 

・
ロ

ボ
ッ

ト
や

セ
ン

サ
ー

等
を

駆
使

し
て

、
防

災
・
減

災
、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

生
み

出
し

、
「

防
災

先
進

社
会

」
を

構
築

 

（
Ｉ

Ｔ
防

災
を

駆
使

し
た

迅
速

か
つ

的
確

な
災

害
対

応
の

実
現

）
 

・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

活
用

も
含

め
た

、
総

合
的

な
防

災
情

報
の

収
集

と
共

有
 

・
災

害
リ

ス
ク

の
開

示
と

共
有

 

（
津

波
浸

水
想

定
等

、
災

害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

地
域

の
把

握
・

公
表

）
 

・
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

た
対

策
の

重
点

化
 

（
国

家
的

な
中

枢
機

能
を

有
す

る
地

域
や

地
方

の
拠

点
に

お
け

る
安

全
度

の
向

上
）

 

・
自

然
共

生
の

観
点

に
も

配
慮

し
た

防
災

・
減

災
対

策
 

（
緑

の
防

潮
堤

や
多

自
然

川
づ

く
り

等
の

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

推
進

）
 

 ・
内
陸
発
展
型
国
土
へ
の
転
換
や
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の
連
携
等
に
よ
り
国
土
を
賢
く
安

全
に
使
う
 

（
津

波
危

険
地

域
等

に
お

け
る

住
居

や
施

設
か

ら
の

避
難

路
の

確
保

と
、

災
害

リ
ス

ク
を

軽
減

す
る

た
め

の
そ

れ
ら

の
内

陸
部

へ
の

誘
導

）
 

（
交

通
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど
重

要
イ

ン
フ

ラ
の

多
重

性
・

代
替

性
の

確
保

）
 

（
政

府
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
策

定
、

首
都

中
枢

機
能

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

 

（
国

土
の

適
切

な
管

理
・

利
用

の
た

め
の

保
全

対
策

）
 

 

・
災

害
発

生
時

に
お

け
る

対
応

 

（
行

政
界

を
越

え
た

広
域

的
な

連
携

）
 



2
0
 

 

（
T
E
C
-
F
O
R
C
E
等

に
よ

る
機

動
的

・
広

域
的

な
支

援
）

 

（
現

地
に

お
け

る
災

害
対

応
の

担
い

手
と

な
る

者
の

確
保

・
育

成
）

 

 
・
「

公
助

」
に

加
え

て
、
「

自
助

」
さ

ら
に

住
民

相
互

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

中
で

助
け

合
う

「
共

助
」

の
強

化
 

・
速

や
か

な
復

興
の

た
め

の
事

前
の

復
興

計
画

の
準

備
 

・
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

等
の

大
規

模
災

害
が

想
定

さ
れ

る
地

域
に

お
け

る
地

籍
整

備
の

推
進

 

  （
1
3
）

イ
ン

フ
ラ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
主

に
基

本
戦

略
（

７
）

に
対

応
）

 

・
個

別
事

業
ご

と
に

、
事

業
効

果
、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
等

を
吟

味
し

た
上

で
、
必

要
な

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
今

後
は

、
で

き
あ

が
っ

た
イ

ン
フ

ラ

を
「

賢
く

使
う

」
こ

と
に

も
力

を
入

れ
て

い
く

 

・
人

口
減

少
社

会
に

対
応

し
、
よ

り
少

な
い

資
源

で
大

き
な

効
果

を
生

み
出

す
観

点
か

ら
、

既
存

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
連

携
・

転
換

、
用

途
変

更
、

統
廃

合
等

に
よ

る
有

効
活

用
を

進

め
る

 

・
そ

の
際

、
イ

ン
フ

ラ
の

特
性

に
留

意
す

る
と

と
も

に
、

管
理

レ
ベ

ル
を

考
慮

し
、

適
切

な
維

持
管

理
を

行
い

つ
つ

継
続

使
用

す
る

、
管

理
水

準
を

見
直

す
、

統
合

・
廃

止
等

の

選
択

を
行

う
こ

と
が

必
要

 

・
人

が
住

み
続

け
る

以
上

、
道

路
等

は
必

要
で

あ
り

、
ま

た
国

土
を

適
切

に
管

理
す

る
た

め
に

は
最

低
限

の
イ

ン
フ

ラ
は

必
要

 

・
民

間
の

既
存

住
宅

・
建

築
物

等
の

資
産

の
適

切
な

管
理

と
長

寿
命

化
、

有
効

活
用

 

 
・

イ
ン

フ
ラ

の
維

持
管

理
に

お
い

て
は

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

イ
ク

ル
を

確
定

し
、

し
っ

か

り
回

す
た

め
の

仕
組

み
の

構
築

が
必

要
 

・
各

管
理

者
の

責
任

の
下

、
イ

ン
フ

ラ
の

戦
略

的
な

維
持

管
理

・
更

新
等

を
推

進
 

・
厳

し
い

自
然

・
社

会
条

件
の

中
我

が
国

が
築

き
上

げ
て

き
た

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

輸
出

の
促

進
 

・
次

世
代

イ
ン

フ
ラ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
構

築
し

、
今

後
日

本
と

同
様

に
構

造
物

イ
ン

フ
ラ

 
 

の
上

で
経

済
を

発
展

さ
せ

る
必

要
の

あ
る

諸
外

国
に

も
貢

献
 

・
建

設
生

産
性

の
飛

躍
的

向
上

と
事

故
０

を
実

現
す

る
た

め
に

、
設

計
、
施

工
そ

し
て

管

理
に

至
る

一
連

の
建

設
生

産
工

程
に

お
け

る
技

術
革

新
を

進
め

る
（

３
次

元
モ

デ
ル

を

活
用

し
た

建
設

現
場

の
工

場
化

）
 

   

（
1
4
）

地
域

の
守

り
手

の
育

成
（

主
に

基
本

戦
略

（
1
0
）

に
対

応
）

 

・
新

た
な
「

公
」
に

地
域

の
中

で
位

置
付

け
を

与
え

、
一

定
の

支
援

を
行

う
一

方
、
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

を
確

立
し

、
一

定
の

責
任

を
分

担
す

る
仕

組
み

も
 

（
「

新
た

な
「

公
」

の
第

二
弾

ロ
ケ

ッ
ト

」
）

 



2
1
 

 

 ・
国

土
・

地
域

づ
く

り
を

支
え

る
地

域
建

設
業

、
技

術
者

、
技

能
者

の
確

保
育

成
 

（
「

地
域

の
守

り
手

」
と

し
て

の
位

置
付

け
）

 

（
職

人
の

処
遇

改
善
・
地

位
向

上
等

に
よ

る
人

材
確

保
・
育

成
、
技

能
・
技

術
の

伝
承

）
 

（
建

設
生

産
シ

ス
テ

ム
の

高
度

化
・

効
率

化
）

 

 


